
令和６年度

学校教育の指針

秋田県教育委員会
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※本県の未来を担う子どもたちを「わか杉」と呼んでいます。



秋田県民歌
倉田 政嗣 作詞
高野 辰之 修正
成田 為三 作曲

○ふるさと教育の一環として、「秋田県民歌」「県民の歌」を様々な機会を捉えて指導しましょう。

○表紙の“秋田わか杉 七つの「はぐくみ」”作成の経緯、基本的な考え方は次のとおりです。

○裏表紙の「秋田わか杉っ子 いじめゼロに向けた五か条」は、中・高校生用です。小学校低学年用、
小学校中・高学年用は、美の国あきたネットに掲載しています。

○本誌において、「小・中学校」には義務教育学校、「小学校」には義務教育学校の前期課程、「中
学校」には義務教育学校の後期課程をそれぞれ含みます。

★ 表紙の写真提供 ★
県立大曲支援学校…左、 八峰町立峰浜小学校…中、 由利本荘市立本荘東中学校…右
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県教育委員会では、平成 年度に“秋田わか杉 七つの「はぐくみ」”を作成いたしました。27
全国学力・学習状況調査（文部科学省）の結果から、本県の学力やその基盤となる様々な要因については、

全国からはもちろんのこと、海外からも注目されるところとなりました。
県教育委員会が５か年計画で進める「第３期あきたの教育振興に関する基本計画」も最終年度を迎え、「教

育立県あきた」の実現を目指す中、児童生徒質問紙調査等から見える児童生徒を主体とした授業づくり、家庭
学習の習慣、家庭や地域の教育力等、本県の財産とも言えるオール秋田でつくるすばらしい教育環境を“秋田
わか杉 七つの「はぐくみ」”として発信し、「ふるさとを愛し、社会を支える自覚と高い志にあふれる人づ
くり」を目指したいと考えております。学校や家庭、地域において活用されることを願っております。



序

現代は、世界情勢の変化や人工知能（ＡＩ）などのテクノロジーの急速な進化

により、あらゆるものを取り巻く環境が複雑に変化し、将来の予測が困難な状況

にあることから「V U C A（ブーカ）時代」とも呼ばれています。V U C A は、

Ｖ（Volatility：変動性）、Ｕ（Uncertainty：不確実性）、Ｃ（Complexity：複

雑性）、Ａ（Ambiguity： 曖昧性）の単語の頭文字を取った造語です。このよう

な時代の中にあって、今を生きる子どもたちが社会の担い手として活躍し、豊か

に人生を切り拓いていくことができるようにするためには、学校教育はどうある

べきなのでしょうか。

国では、「令和の日本型学校教育」の構築に向けた今後の方向性の中で、学校

教育の本質的な役割について、「学習機会と学力の保障」「社会の形成者として

の全人的な発達・成長の保障」「安全・安心な居場所・セーフティネットとして

の身体的、精神的な健康の保障」の三つを掲げています。多様な教育的ニーズに

対応し、全ての子どもたちの可能性を引き出し、誰もが取り残されない教育を実

現していくためには、学校教育が、全ての子どもたち、そして子どもたちの学び

を支える教師にとって、ウェルビーイングを高め、実現できる場となることも求

められています。

本県では、これまで全教育活動を通して取り組む最重点の教育課題の一つとし

て“「問い」を発する子ども”の育成を掲げ、問題を発見し、他者との関わりを

通して主体的に問題を解決していく子どもの育成に取り組んできました。こうし

た取組の先に、様々な分野で予測のできない非連続的な変化が起こる社会におい

て、正解のない問いにも果敢に挑戦しながら未来を自ら切り拓いていくことがで

きる子どもの姿があるのだと信じています。今後も、狭義の学力の状況に一喜一

憂することなく、これまで積み重ねてきた実践にＩＣＴを最適に組み合わせなが

ら、新たな時代に対応した学びを実現していく必要があります。また、学校教育

を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、新たな価値観を取り入れながら、教

師としての気概と矜持をもって挑戦する姿が求められています。

県教育委員会では、国や社会の動向を踏まえつつ、今年度から電子化した本指

針（冊子及び「令和６年度の重点」）を作成いたしました。各学校（園）におい

ては、子どもたちの可能性を引き出す視点で教育活動の一層の充実を図ることが

できるよう、本指針を日常的、計画的に活用していただくことをお願いいたしま

す。そして、これからも各学校（園）が、未来を担う子どもたちにとって、目を

輝かせながら学びを楽しむ安全・安心な場所であることを願っております。

令和６年４月

秋田県教育委員会

教育長 安田 浩幸
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